
その他、状況により判断（自分の命は自分で守る）
緊急時の連絡先

名　　前 電話番号

持ち出し用品 ( 例 )
現金、通帳、印鑑、常備薬、非常食、タオル、着替え、ラジオ、携帯電話、
衛生用品（トイレットペーパー、おむつ、生理用品）
その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
          ＊家族の目にふれやすい冷蔵庫などに貼っておこう＊
　　　　　＊大地震の際は、はがしてもっていこう＊

                           町 版

 揺れがおさまってから
家の外へ、安全な広場や
駐車場などに一時避難

裏面に防災一口メモ・災害用伝言ダイヤル「171」      

５分ほど様子を見る。落ち着いたら
大きな道をとおり指定の避難場所へ

続柄など

まずどこへ

   

＊情報は 1年位で更新する

町内会などでご利用ください。

大きな地震が来たら



防災一口メモ

監修：和歌山大学 防災研究教育センター（ 2016 年 4 月より 和歌山大学 災害科学教育研究センター ） 
制作： 岸和田サテライト友の会　　デザイン：和歌山大学 岸和田サテライト

■災害時に命を守り、体調を維持するための知恵

持病（糖尿病や高血圧など）を抱え、毎日薬を服用しなければならない方の

中で、自分が服用している薬に関する情報（薬の名前など）を知らない方が

数多くいらっしゃいます。大災害時に備え、自分が服用している薬に関する

情報（薬の名前など）を知っておく必要があります。そのことは一見難しい

ことのように思われますが、実は簡単なことです。調剤薬局から手渡された

処方薬の説明書を保存しておくだけで良いのです。処方薬の説明書をコピー

しておいて財布の中や名刺入れの中に入れておくのも良い方法です。また親

子が別居している場合、子や孫にも処方薬の説明書をコピーし、手渡して

おくのも良い方法です。なお病状が変化すると処方される薬も変わります。

したがって処方薬の説明書も新しいものに変えておく必要があります。

大災害時、処方薬の説明書一枚が、あなたの命を救うことになるかもしれません。

●災害用伝言ダイヤル（171）は、NTT コミュニケーションズが提供するサー
    ビスです。これは、被災地域内やその他の地域の方々との「声の伝言板」です。 
  

   災害用伝言ダイヤルの提供状況についてはNTT 西日本で決定し、テレビ・ラジオ等で
   お知らせします。　NTT 西日本：【URL】http://www.ntt-west.co.jp/dengon/ 

　   ◇伝言の録音　　　 １７１    ＋  １  ＋     自分の家の電話番号など
　   ◆伝言の再生　　　 １７１    ＋  ２  ＋     自分の家の電話番号など

＊ガイダンスが流れます。


